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露地シシトウガラシの新病害 

「葉枯細菌病（仮称）」 

 

平成15年5月に幡多郡下の露地栽培

シシトウガラシで発生した障害は、

Pseudomonas cichoriiという細菌によ
る新しい病害であることが明らかと

なり、病名として「葉枯細菌病」とす

ることを提案しました。 

葉では不整円形の濃い褐色病斑を

形成し、多湿条件では水浸状の病斑が

拡大して落葉することもあります。ま

た、生長点付近に発生して芽が枯死し

たり、茎に条斑状の病斑を形成したり

する場合もあります。 

 

 

 

                                 

 

培養試験の結果、本菌は30℃付近で

よく増殖しますが、接種試験による病   

勢の進展はやや低温の15℃付近で良

好でした。また、トウガラシ類の品種

により感受性に差が認められ、‘みは

た1号’、‘土佐じしビューティー’

と比べて‘土佐じし’、‘みおぎ’で

耐病性が強い傾向にありました。 

防除に当たっては、軟腐病や斑点細

菌病に準じた防除対策を行うことで、

被害が軽減されると考えられます。 

（病理科 川田 洋一 088-863-4915） 
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